
別紙様式１（高） 

令和３年度 学校経営計画表 

１ 学校の現況 

学校番号 ３５ 学校名 県立鉾田第一高等学校 課程 全日制課程 学校長名 飯山 美都子 

教頭名 田﨑 泰昭  事務長名 石川 信生 

教職員数 教諭 ５２ 養護 １ 常勤 ３ 非常勤講師 ３ 

実習教諭 

実習講師 

実習助手 

１ 事務職員 ４ 学校用務員 ４ ALT ０ 合計 ６８ 

生徒数 
小学科 

１年 ２年 ３年 ４年 合計 合計クラス数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
１９ 

普通科 110 131 114 108 130 144   354 383 

２ 目指す生徒像 

高い知性、たくましい気力、礼節を重んじる人間性を備えた生徒   

グローカルな視点と行動力を持った生徒 

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

進路指導 ・約９割の生徒が大学進学を希望しているが、目的意識が希薄なまま安易に進路選択をしている生徒

も見受けられる。 

・学校推薦型選抜や総合型選抜で早めに進路先を決めようとする安全志向が強く見られた一方、難関

大学にチャレンジする生徒も増加した。 

・国公立大学合格者数は57名で昨年とほぼ同数であったが、県内国公立大学への合格者が増加した。 

・私立大学合格者数は401名で昨年より72名増加し、難関大学への合格者数も増加した。 

・自己の将来の在り方生き方を含めた進路意識の高揚を図り、多様な進路希望に対応できるよう単位

制の利点を活かしたきめ細かい指導を行う必要がある。 

・大学入学共通テストについての情報収集を行い、思考力を高める指導を通して、得点力のアップを

図るとともに、国公立二次試験や私立個別試験に向けた指導を充実させる。 

・最後まで第一志望を諦めず、主体的に目的意識を持った進路決定が出来るよう支援する。 

・様々な入試方式に対応するため、小論文指導や面接指導の充実を図る。 

学習指導 

 

 

 

・基本的事項は定着率が高いが、発展的な内容となると基本事項を応用できない傾向が高く、表面的

な学習に留まっている生徒が少なからず存在するのが現状である。全校的に部活動加入率が高いこと

から、学校風土である“文武不岐”のための指導も不可欠である。 

・与えられた課題に取り組む姿勢は、身についている生徒が多い。しかし、自分が身につけるべき資

質、能力が何なのかを意識して学習に取り組んでいる生徒は少ない。 

・引き続き、授業時間を確保すること、良質な授業提供のための組織的な研修等を充実させること、

自発的な家庭学習を充実させる指導を行うことに加え、今後は、学習時間だけでなく家庭学習におい

てもより深い学びにつながるような学習への取り組み方の仕掛けが必要である。 

・具体的なアドバイスや、手に届きやすい目標設定や提示などが必要である。また、自分自身を客観

的に認知する能力の育成も必要である。 

特別活動 

 

・生徒会活動など、生徒主体の特別活動が活性化してきている。 

・７割程度の生徒が部・同好会に加入しており、運動部、文化部ともに県大会、関東大会、全国大会

への出場等を目指して活動している。 

・学校行事への主体的参加やＨＲ・生徒会・委員会への自主的な取り組みを育み、グローバル社会に

適応できるコミュニケーション能力や社会性の育成が必要である。 

・限られた部活動時間での指導法の工夫が必要である。 

生徒指導 

 

・素直で真面目な生徒が多い。しかし、大きな問題行動等は起こさないが、制服の細やかな着こなし

やスマートフォンの利用状況など、ルールやマナーを守れない生徒も見られる。 

・家庭環境や心の問題等でケアが必要な生徒も見られる。 

・生徒に問題行動やリスクマネジメントの啓発、指導を継続的に行う必要がある。 

・全職員で共通理解のもと統一した指導の徹底を図る必要がある。 

・内面的な指導が必要な生徒に、各部署と連携した指導体制を整える必要がある。 

開かれた学校 

 

・ホームページやフェイスブックで常時最新の情報発信を行っている。 

・スクールガイド等の作成やオープンキャンパス、学校公開授業を通じての広報活動を行っている。 

・学校評議員制度の活用やホームページ、アンケートなどの広報広聴活動を工夫し、家庭・地域社会

との連携を目指した、より効果的な活動が必要である。 

働き方改革 ・各分掌における業務内容が多様化している。 ・効率的な学校運営。 

 



別紙様式１（高） 

４ 中期的目標 

・ＩＣＴの活用を含めた教科指導の充実を図り、主体的・対話的で深い学びを推進する。 

・確かな学力を身につけさせるため、カリキュラムの検証を図り、生徒の多様な希望に応える指導体制を充実させる。 

・キャリア教育や探究活動に重点をおいた教育を展開し、自己の生き方や在り方に対する考えを深め、様々な課題に向き合い、挑戦する力を育む。 

・学校行事や部活動・特別活動を通して、主体性や豊かな人間性を育み、社会に貢献できる人材、グローバル社会で活躍できる人材を育成していく。 

・広報活動の充実や学校評議員制度の活用など家庭・地域社会との連携を図り、保護者・地域社会の期待に応える学校づくりを進める。 

・教職員一人ひとりが勤務時間についての意識改革に努める。 

５ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

基礎学力・授業の質の一層の向上 

 

 

 

 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善と評価の見直しを図る。 

・「授業ガイダンス」を通して学習習慣を身につけさせ、シラバス利用や学習法の具体的な指導を継続し、平日の最低学習時間＝学年＋１時間を目指す。 

・基礎基本を定着させるとともに（｢課題テスト｣の年間30回実施を継続）、発展的学習や学校設定科目の内容を充実させる。 

・授業力向上のため、教員間の授業観察と校内授業研修を推進し、職員の指導力及び授業の質の向上につなげる。 

・指導力向上のため、職員が外部講習等に積極的に参加する。 

個に対応した指導の充実 

 

・ＩＣＴの活用により、個別最適な学びを推進する。 

・習熟度別授業の指導方法、指導内容を充実させる。 

・少人数授業の効果を高めるために担当者間の連携や、授業方法の創意工夫を積極的に行う。 

・振り返りを行い自己を俯瞰する力を身につけさせ、その内容を教師と共有することで、学習するポイントと指導するポイントの一致を図る。 

進路意識・進路実績の一層の向上 ・｢山王ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣を基盤として、職員が指導力を高め、生徒の進路意識高揚や進路目標達成につなげる。 

・各年次の進路行事の意義を十分に指導し、自己の在り方生き方について考えさせる。 

・生徒との個別面談を充実させ、進路目標を明確化させる。 

・大学説明会や入試分析会等に積極的に参加し、収集した正確な情報を進路指導に活用する。 

・国公立大学・難関私立大学の合格者数増を目指す。 

特別活動・部活動の一層の活性化 

 

・学校行事への積極的参加を促し、ＨＲ・生徒会・委員会の活動で主体的に取り組み、社会に貢献できる人材、グローバル社会で活躍できる人材を育成する。 

・部活動においては、県大会以上の大会に出場できる部や生徒数を増やす。  

・学校行事後に感想をまとめたりキャリアパスポートを利用したりすることにより、 学びを蓄積するとともに振り返りを行う。 

マナーや規範意識の向上 

 

・全職員が共通理解を持って指導にあたり、生徒が率先してルールやマナーを順守できる態度を育てる。 

・全体的な取り組みと合わせて、生徒個々に対応した指導を図る。 

学校評価の充実 

 

・自己評価、外部評価の内容や評価方法・評価対象等を検討する。 

・学校評議員制度などを通して家庭・地域社会の本校への要望や期待を把握し、生徒の探究活動と連携しながら新しいイメージを発信していく。 

・ホームページやアンケート等の広報広聴活動をさらに工夫し、充実させ、学校を活性化させる。 

働き方改革 

 

・業務の目的と目標を明らかにし、効果的な教育活動を行う。 

・ＩＣＴ活用等を推進し、事務作業の効率化を図る。 

・教職員一人ひとりが勤務時間についての意識改革に努める。 


